
東京外国語大学 フランス語専攻４年 

宇野ゼミ2012 卒業論文 

今村 百合 

外資系金融機関の参入が 

サブサハラ・アフリカ経済に 

与える影響 
―重回帰モデルを使った推計― 
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問題提起 

 

サブサハラ・アフリカでは、他の発展途上国に比べて 

外資系金融機関のシェアがとても高い！ 

（from イギリス、フランス、中国、インド、アジア…） 

 

 

外資系金融機関（以下、外銀）は、アフリカ 

経済にどのような影響を及ぼしているのか？ 

実際のデータを用いて分析する！ 
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なぜ金融セクターか？ 
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金融インフラの発達は、経済成長にとって不可欠であるため！ 



アフリカの金融セクターの概要 

 金融サービスにアクセスを持つ人口は全体の20%のみ 

 地域統合も進んでいる (ex.)CFAフラン圏 

 証券投資も活発になっている (ex.)株、国債など 

 

CFAフラン圏 

Source: IMF, 2011 
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重回帰モデル 

 

 

c   … ①民間貸付額 ②マネーサプライ（M２） ③FDI流入額 

a   … 定数項 

f   … 外銀のシェア 

ss … South-south bank（途上国から参入した外銀）のシェア 

FX … 対ドル為替レート 

E  … ①一人当たりGDP ②貸出金利 ③携帯電話の保有率 

col … 植民地ダミー 

 

注※FDIの分析の際には、関係が薄いと思われる貸出金利と携
帯電話の変数は除外。 
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分析結果：民間貸付 

外銀の参入は民間貸付を押し下げている 
→外銀は現地の中小企業や個人に貸付を積極的に行なっていない！！ 
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分析結果：マネーサプライ(M2) 
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貸付が行われていないので、マネーサプライも伸びない。 
金利の上昇がマネーサプライを押し下げるのは、従来の経済理論に則った結果である。 



分析結果：FDI 
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R2が非常に低いため、回帰式の当てはまりが悪いと考えられる。 
外銀のシェアの係数も、マイナスになってしまっている。 



単回帰分析 

外銀の参入は金融セクターの収
益率を上昇させている 
→この点ではアフリカの経済成長
に寄与する可能性あり。 

しかし、外銀は貸出金利を押し上
げてしまっている 
→高い金利で貸付を行なっている
可能性あり。 
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単回帰分析 
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外銀は現地の雇用創出に貢献している可能性がある。 
一般に外資系企業誘致の賛成論の根拠として、 
地域経済の活性化や雇用機会の創出が挙げられる。 
(JETRO 参照) 



モデルの考察 
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 ガバナンスの指標 
データが入手できず、外資系企業に対する規制や、金融セク
ターにおける制度に関する指標を考慮することができなかった。 

 

 ジニ係数 
外銀の参入は口座数や支店数の増加を通して、富の分配に寄
与するという議論があるが、データが入手できずそれを実証する
ことができなかった。 

 

 携帯電話の普及率 
t値が高く適当な変数であったので、使用して良かったと思う。ア
フリカではモバイルバンキングサービスが成功している可能性
が高い。 

 

 



結論 

 外銀の参入はアフリカの経済指標に良い影響を与えていない。 

 特に、民間貸付を押し下げて、マネーサプライを減少させると
いう負の効果を持っている。 

 また高い金利を付けて融資を行なっている可能性もある。 

 一方で、外銀はアフリカで口座数を増やすというプラスの効果
も持つ。 
(ex.)バークレイズ銀行のプロジェクト 

 また現地の雇用創出、所得の向上に貢献している面もある。 
よって外銀の参入は一概に「悪い」とは言えない。 

 アフリカ開発銀行、世界銀行、IMFといった、開発目的の公的
機関の働きが必要である。 
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